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今後の生活や自己の生き方に対する思いや願いをもつ

の関わりの深まりを感じ，生活を豊かにしていく。これを繰り返すことで，自分の成長と周囲との関

わりに関心をもって価値を見いだし，夢や希望をもって自分の世界を広げることができるようになる。

【くすの木タイム】人・もの・ことの本質を探って見極めようとする思いや願いを実現し，社会

や自然の一員として自己の生き方を問い続けること

くすの木タイムにおいて，子どもが人・もの・ことの本質を探って見極めようとする思いや願いを

実現する中で，子どもは，自分と関わりのある社会や自然の中からもった「もっと魅力を知りたい」

「人の役に立ちたい」等の思いや願いを基に課題を見いだし解決していく。さらに，他者と協働して

自分のすべきこととその方法を考えたり，学ぶことの価値を考えたりし，解決できた自信と社会貢献

できた自分への価値を見いだして，社会や自然の一員として自己の生き方を問い続けていく。これを

繰り返すことで，世界を切り拓き納得のいく生き方を探っていくことができるようになる。

②生活科・くすの木タイムの「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ子どもの姿

「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ子どもの姿が見られるように，生活科・くすの木タイム

における問題解決的な学習の過程を次のように構想した。

過程 学習活動

以下は，教科等を学ぶ本質的意義を基にした「見方・考え方」を働かせて学ぶ子どもの姿である。

身近な生活に関わる見方・考え方【生活科】 探究的な見方・考え方【くすの木タイム】

見方 人・もの・ことを自分にとっての大切さで見ながら， 広範な事象を多様な角度から俯瞰して見て，

自分自身や自分の生活について考えている。 自己の生き方を考えている。

思いや願いの実現に向けて，（見付ける，比 ①社会や自然の一員として，すべきこととそのための方法を考えること

べる，たとえる，試す，見通す，工夫する活 ②自分にとっての学ぶことの意味や価値を考えていくこと

動により）考えること ③学びを自己の生き方につなげて考えること

図５ 生活科・くすの木タイムの「見方・考え方」を働かせて学ぶ子どもの姿

教科等を学ぶ本質的意義を基にした「見方・考え方」を働かせて学ぶ姿（図５）を問題解決的な学

習の各過程において具体化するとともに，協働的に学ぶ子どもの姿を次のように導いた。

人・もの・ことと出合い，思いや願いをもつ

目的・課題を見いだし計画を立てたり，目的の

達成状況・課題の解決状況を評価したりする。
人・もの・こととふれ合って調べる

新たな関わり方で表現したり，実践したりする

新たな関わり方を考え，導く

図４ 本校生活科・くすの木タイムの問題解決的な学習の過程

※学習活動の順序が入れ替わったり，複数の学習
活動同士が一体的になったりすることもある。

考え方
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【生活科】

学習活動 「見方・考え方」を働かせて学ぶ姿 協働的に学ぶ姿

目的を見いだ 表 人・もの・ことと出合ってもった楽しさやあこがれを基に，人・もの・ことを自分に 自らの目的の達

し計画を立て 現 とっての大切さで見ながら，自分とのつながりをよりよくしたいという目的を見付け 成に向けて，人

る たり，それを友達と比べたりして，自らの目的をもち，達成までの過程を見通しなが ・もの・ことと

ら計画を立てている。 自分なりの関わ

目的の達成状 実践して得た気付きを基に，人・もの・ことを自分にとっての大切さで見ながら，友 り方や関わって

況を評価する 達に認められたことと，自分の頑張りから，自己の成長と人・もの・ことの自分にと 得た気付きを友

っての価値を見付けている。 達と共有してい

人･もの･こととふ 体 目的の達成に向けて，人・もの・ことを自分にとっての大切さで見ながら，関わり方 る。

れ合って調べる 験 を工夫したり，試したりしている。

新たな関わり方 表 関わり方のよさについて，人・もの・ことを自分にとっての大切さで見ながら，友達

を考え，導く 現 の関わり方と比べたり，よりよい関わり方を見付けたりし，気付きを得て，新たな関

わり方が自分とのつながりをよりよくする見通しをもって導いている。

新たな関わり方で 体 目的の達成に向けて，人・もの・ことを自分にとっての大切さで見ながら，関わり方

表現･実践をする 験 を工夫したり，試したりしている。

【くすの木タイム】

学習活動 「見方・考え方」を働かせて学ぶ姿 協働的に学ぶ姿

課題を見いだし 課 実社会の抱える問題やニーズについて，「地域の役に立つ」「学ぶ価値がある」 課題の解決に向

計画を立てる 題 等の多様な角度から俯瞰して見て，課題を見いだし，計画の立案をしている。 けて，人・もの

課題の解決状 設 他者評価を基に，課題の解決状況について「貢献度・達成度」「相手の立場」 ・ことについて

況を評価する 定 等の多様な角度から俯瞰して見て，次に必要な情報を明らかにしたり新たな の情報を他者に

課題を見いだしたりしている。 伝えたり，新た

人･もの･こととふ 必要な情報やその収集方法（情報源）について，「課題の解決につながる」「情 な情報を聞いた

れ合って調べる 報の確かさ」等の多様な角度から俯瞰して見て，情報の収集をしている。 りし，合意形成

新たな関わり方 収集した情報について，「実現可能性」「相手の立場」等の多様な角度から俯 に向かったり，

を考え，導く 瞰して見て，課題の解決方法を導いている。 役割分担をして

新たな関わり方で 自らの表現・実践について，「課題の解決につながる」「相手の立場」等の多 実践をしたりし

表現･実践をする 様な角度から俯瞰して見て，表現・実践をしている。 ようとしている。

このような，「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ姿を促すことができるように，これまでの

研究における前述の学習指導の工夫とともに，以下のような学習指導の工夫を行う。

（２）学習指導の工夫

生活や社会の文脈に沿い，かつ学ぶ理由のある目的・課題の設定【生活科・くすの木タイム】（ア）

子どもが「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶために，生活や社会の文脈に沿い，かつ学ぶ理

由のある目的・課題の設定を行う。生活や社会の文脈に沿った目的・課題にするには，設定までの過

程の中に真正性（リアル），状況把握，相手意識，具体性，役割，レディネス（適度な難度），生み

出すべき成果，評価の観点の要素を盛り込むことが大切である（全体研究を参照）。

また，子どもにとって学ぶ理由のある目的・課題にするには，その内容が教科等を学ぶ本質的意義

に即していることが欠かせない。なぜなら，教科等を学ぶ本質的意義は「見方・考え方」の中核を成

すものであり，その教科等を子どもが学ぶ理由であるからである。いかに生活や社会の文脈に沿った

課題であったとしても，教科等を学ぶ理由につながるものでなくては「見方・考え方」は働かない。
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- 生総13 -

C3：うーん，バレンタインのチョコの場合だけど，買うものより手作りの方が嬉しいよね。

全：ああ～。（納得したように）

C4：相手のことを考えてるっていうのがいいんだよ。気持ちが入っているのが伝わるね。コンビ

ニチョコより愛情が分かるでしょ。

C1：美味しいなあってだけじゃなくって，嬉しさがあ

るってことね。

Ｇ：自分たちの達成感を伝えれば，見た人に自分たち

の嬉しさが伝わるよね。自分たちの頑張りが伝わ

って，来てくれた人に竹細工に思いがこもっていることが伝わって，ものを大切にする気持

ちになるはずだよ。

C3：確かに。若い人の意識が変わると思うな。

この子どものたちのやりとりは，友達の話を熱心に共感的に聞き，他者の役に立とうと来館者の立

場に寄り添いながら，これまでに捉えていた竹細工の魅力以外の「物に込められる気持ち」や「もの

を見る人の立場」等の角度から俯瞰して見て，必要な竹細工の魅力を明らかにする姿であった。この

ような，社会の一員として，自分たちのすべきことについて合意形成を図る姿は，探究的な見方・考

え方を働かせて，協働的に学ぶ姿であると考えられる。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

第18時，「手作り」を各班で取り入れる具体的な方法を話し合った。Ｇの班は，プラスチック製品

と竹細工製品の作成の過程に着目し，プラスチック製品は，エネルギーを使用して作られることと，

竹細工に思いが込められて作られていることとを比較して掲示物を作り直すことにした。

第19～22時，班ごとに竹細工博物館の作製に向けて準備に取り組んだ。Ｇは友達と協力し合いなが

ら，前時に話し合った，竹細工に込めてきた自分や職人の思いを，分かりやすく図で示しながら掲示

物作りをした。

感染症拡大防止のための臨時休業により，「まとめる・生かす」過程までの実践が行えなかった。

これまでの学習を通して，今まで自分たちが得てきた竹細工の魅力のみでなく，来館者に伝わった

「手作り」という魅力を取り入れ，新たな竹細工博物館を作ろうと前向きに取り組む姿は，「見方・

考え方」を働かせて協働的に学ぶ姿であると考えられる。また，日常の場面では，給食の時間での「作

っている人はどんな気持ちで作ってくれているのかな」と残食を減らそうとクラスに呼びかけたり，

「ふるくなっちゃったけど，おばあちゃんに買ってもらった筆箱だよ」と自慢げに友達に話したりす

る姿が見られた。このことから竹細工の探求を通して「ものの価値を多様な角度から見ることが大切」

といった概念的な理解に近付いていることが考えられる。そして「見方・考え方」を働かせて協働的

に学ぶことで，資質・能力が育まれたことがうかがえた。

単元を通して，「探究的な見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ姿が見られた一因として，教師

が子どもとともに生活や社会の文脈に沿い，かつ学ぶ理由のある課題を設定したこと，単元構想を本

質的意義に照らして見直したことが推察される。これらによって，広範な事象かつ答えが１つでなく，

多様な角度から俯瞰して検討する必要感と，困難な他者と協働する必要感が生まれたと考えられる。

また，「見方・考え方」を働かせて協働的な学びをする一場面の詳細の中で，「手作り」という新

たな竹細工の特徴に目を向けることができた要因として，自分たちが伝えたい竹細工の魅力と来館者

に伝わった竹細工の魅力のズレを視覚化したことが有効であったと考えられる。ズレが生まれたこと

図17 立てた問いに対する子どもの考え②
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